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九条改憲許さない！県民集会開催

立憲野党の議員を増やし
改憲を阻止

　日本国憲法が公布されて74年

目の11月3日、「九条改憲NO！安
倍政治の継承許さない福岡県民

集会」が、福岡市天神の須崎公園

で４００人以上の参加者を集めて

開催されました。九条の会福岡代

表世話人の石村善治氏が主催者

あいさつを行い、菅首相の学術会議任命拒否に対して断固抗議するとして、

「世界に誇る憲法が壊されようとしている。みんなで憲法を守っていきたい」

と呼びかけました。立憲野党からの連帯あいさつ・メッセージの後、福岡教育

大学准教授の谷本純一氏による「コロナ禍後の社会における平和と立憲主

義擁護の運動に向けて」と題した講演を受け、次期衆議院選挙では立憲野党

の議員を増やし、改憲を阻止する決意を込めて、最後に「団結ガンバロー」で

集会を締めくくりました。

　

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
が

正
社
員
と
の
処
遇
格
差
は
不

合
理
で
労
働
契
約
法
20
条
違

反
と
訴
え
て
い
た
裁
判
で
、

最
高
裁
判
所
第
１
小
法
廷

は
10
月
15
日
、判
決
を
言
い

渡
し
た
。五
つ
の
手
当
、1
年

末
年
始
勤
務
手
当
2
祝
日
給

（
年
始
期
間
）3
扶
養
手
当

4
夏
期
冬
期
休
暇
5
病
気

休
暇（
有
給
）や
休
暇
の
不

適
用
を
不
合
理
と
認
め
、損

害
賠
償
額
確
定
が
必
要
な
も

の
は
高
裁
に
審
理
を
差
し
戻

し
た
。会
社
側
上
告
は
全
て

棄
却
し
た
。

　

賞
与
や
退
職
金
の
支
給

を
争
っ
た
大
阪
医
科
大
事

件
や
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
事
件

と
明
暗
が
別
れ
た
理
由
に
つ

い
て
、「
手
当
の
性
格
や
支
給

目
的
は
、長
期
雇
用
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
や
正
社
員
の
登

用
制
度
と
い
っ
た
事
由
と
関

係
が
な
く
、繁
忙
期
の
労
務

対
価
の
支
給
な
ど
で
あ
り
手

当
の
趣
旨
が
明
確
」と
専
門

家
は
指
摘
を
し
た
。福
岡
で

も
現
在
闘
わ
れ
て
い
る
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
の
裁
判
支
援
を
県

労
連
で
も
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

2021 年春闘総会
及び春闘討論集会開催案内

日　時：�２０２０年１２月１３日㈰�
　春闘総会１１時～１２時�
　討論集会１３時～１６時３０分

会　場：第３博多偕成ビル４階
春闘総会次第
議案提案・質疑・採択・新役員紹介とあいさつ
春闘討論集会次第
基調講演
講師   下関市立大学 関野 秀明教授 （90分）
テーマ「 21春闘 コロナ禍だから賃金大幅引上

げ・諸要求実現労働組合の役割」
質疑・討論・報告
※�今回の総会・討論集会は、新型コロナウイルス感染防止の
ため、通常より時間短縮を行い、参加についても要請数を
大幅に減らし幹事を除き50名程度での開催となります。

　

全
労
連
か
ら
11・５
全

国
統
一
行
動
と
し
て
、「
コ

ロ
ナ
禍
い
の
ち
と
く
ら
し

と
雇
用
と
地
域
を
守
る
３

つ
の
行
動
」①
雇
用
と
生

活
を
守
り
休
業
補
償
を
勝

ち
取
る
行
動
、②
医
療
や

行
政
な
ど
公
共
体
制
の
拡

充・強
化
を
求
め
る
行
動
、

③
賃
金・一
時
金
、最
低
賃

金
の
引
き
上
げ・
最
低
賃

金
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

２
４
行
動
の
具
体
化
」の

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
労
連
で
は
こ
れ
を
受

け
11
月
５
日
に
次
の
行
動

を
計
画
し
ま
し
た
。ま
ず

街
頭
で
の
宣
伝
行
動
を
全

県
で
実
施
す
る
た
め
、幹

事
会
及
び
地
区
労
連
事
務

局
長
会
議
で
行
動
の
提
起

を
行
い
ま
し
た
。

　

北
九
州
地
区
労
連
で
は

Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅
、Ｊ
Ｒ
小
倉

駅
の
２
か
所
、福
岡
地
区

労
連
で
は
県
労
連
と
共
催

で
博
多
駅
で
朝・夕
の
２
回

行
う
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、筑
後
地
区
労
連
、大

牟
田
地
区
労
連
も
実
施
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
に

労
働
契
約
法
20
条
裁
判
最
高
裁
判
決
出
さ
れ
る

５
つ
の
待
遇
差
が
不
合
理
に

し
ま
し
た
。

　

次
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
５
万

人
と
も
６
万
人
と
も
言
わ

れ
る
離
職
が
出
て
い
る
一

方
で
、労
働
相
談
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。福
岡
で
も
こ
の
８
月

に
飲
食
店
を
解
雇
さ
れ
た

女
性
が
生
活
に
困
窮
し
宝

飾
店
を
襲
う
事
件
が
起
き

ま
し
た
。労
働
組
合
に
つ
な

が
っ
て
い
れ
ば
犯
罪
を
起
こ

す
前
に
何
ら
か
の
対
応
が

出
来
た
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
も
労
働

組
合
を
大
き
く
知
ら
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

ら
し
と
雇
用
と
地
域
を
守

る
」た
め
、お
お
よ
そ
組
合

員
一
人
当
た
り
２
枚
相
当

と
な
る
チ
ラ
シ
を
地
域
に

配
布
を
進
め
る
よ
う
、加

盟
組
合
、地
区
労
連
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
要
請
し
ま

す
。

す
。こ
の
情
勢
の
中
全
労

連
は
、未
組
織
労
働
者
へ
労

働
組
合
の
存
在
を
知
ら
せ

労
働
相
談
に
つ
な
げ
る
た

め
全
戸
配
布
チ
ラ
シ「
変

え
る
リ
ー
フ
」１
６
０
万
枚

を
作
成
し
、福
岡
県
労
連

に
は
７
万
１
千
枚
が
届
き

ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
配
布
を
徹

底
す
る
た
め
、ま
ず
エ
フ

コ
ー
プ
生
協
労
組
、年
金

者
組
合
、福
建
労
、Ｋ
Ｂ
Ｃ

労
組
、県
国
公
の
５
組
合
の

訪
問
し
チ
ラ
シ
を
届
け
ま

し
た
。

　

県
労
連
は「
い
の
ち
と
く

11.5宣伝行動�福岡（博多駅）

11.5宣伝行動�北九州（小倉駅）

１１．５「コロナ禍いのちとくらしと雇用と地域を守る全国統一行動」

地域に「変えるリーフ」配布を進めよう
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私
の
お
薦
め
は
週
刊
金
曜

日
で
す
。今
年
10
月
16
日
の

第
１
３
０
０
号
コ
ラ
ム「
風

速
計
」ピ
ア
ニ
ス
ト
崔チ

ェ
ソ
シ
エ

善
愛

さ
ん
の「
骨
を
抱
く
」を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
日
本
の
敗
戦
後
、徴
用
さ

れ
た
家
族
が
戻
ら
な
か
っ
た

遺
族
は
韓
国
政
府
に
真
相
究

明
を
求
め
た
…
金キ

ム
ジ
ョ
ン

鐘
甲
さ
ん

に「
募
集
」の
通
知
が
来
た
の

は
21
歳(

１
９
４
１
年)

の
時
。

父
親
が
拒
む
と
官
憲
か
ら
梶

棒
で
殴
ら
れ
有
無
を
言
わ
さ

ず
連
行
さ
れ
た
。〈
手
足
を
繋

が
れ
汽
車
で
釜
山
へ
。行
先

は「
内
地
」と
だ
け
。３
人
一

組
で
手
足
を
括
ら
れ
船
に
乗

り
８
時
間
で
下
関
。そ
こ
か

ら
貨
物
列
車
で
着
い
た
先
は

「
千
島
」だ
っ
た
〉こ
れ
を「
強

制
連
行
」と
言
わ
ず
に
何
と

い
う
か
…
」

　
「
朝
鮮
人
の
遺
骨
発
掘
を

続
け
た
日
韓
の
市
民
団
体
が

２
０
１
５
年
に
１
１
５
人
の

朝
鮮
人
遺
骨
を
胸
に
抱
き
北

海
道
か
ら
ソ
ウ
ル
ヘ
奉
還
し

た
…
遺
骨
が
一
つ
で
も
帰
る

と
韓
国
中
の
誰
も
が
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
喜
ぶ
の
で
す

…
」「
ま
だ
何
も〈
解
決
済
〉じ

や
な
い
」こ
の
よ
う
な
私
た

ち
が
元
々
知
っ
て
お
く
べ
き

な
の
に
知
ら
ぬ
ま
ま
過
ぎ
て

い
る
様
々
な
事
柄
を
毎
週
毎

週
知
ら
せ
て
貰
え
る
貴
重
な

書
籍
で
す
。紀
伊
國
屋
書
店

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
薦
め
で
す
。

（
や
ま
し
た
か
ず
ひ
ろ
）

福
岡
市
へ「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
公
開
と
石
綿
除

去
補
助
を
解
体
時
に
も
適
用
」を
要
請

　

福
岡
県
と
同
じ
く「
公

開
は
し
な
い
」立
場
で
す
。

警
固
断
層
が
通
っ
て
お
り

地
震
発
生
の
危
険
度
が
高

く
、災
害
時
の
被
災
防
止

の
た
め
再
検
討
を
と
要
請
。

ま
た
、吹
付
石
綿
の
調
査・

除
去
費
用
の
助
成
制
度
が

あ
る
も
の
の「
解
体
時
に
は

使
え
な
い
」制
度
と
な
っ
て

お
り
、「
解
体
時
に
も
使
え

る
」と
い
う
国
の
制
度
設
計

か
ら
し
て
直
ち
に
改
め
る

べ
き
だ
と
要
請
し
ま
し
た
。

　安倍政治を引き継ぐとして菅内閣が誕生し、
ようやく 10 月 26 日に臨時国会が召集されまし
た。マスコミを総動員して、「苦労人のたたき上
げ」イメージを強く流した結果、当初の支持率は
70％近くとなっていました。しかし、日本学術

会議任命問題、所信表明演説などを通して本当の彼の姿が見え出
し、内閣支持率も下がり始め 50％台に落ちてきました。
　しかしいい加減にしてほしい。安倍さん、菅さんと２代も続け
て低レベルの首相しか送り出せない自民党には早く政権の場から
退陣を願います。春闘勝利と野党共闘で、世界に誇れる政治を日
本でも実現させましょう。　　　　　　　　　　　　　　　（け）

わくわく講座
第４章スクーリング

賃金上げたい、
健康で働き続けたい 

労働者・労働組合の基本的要求と重点課題

日　時：�2020年12月19日㈯�
14時～16時30分

会　場：�第3博多偕成ビル�
４階小会議室

この本
おすすめ

「
骨
を
抱
く
」

週
刊
金
曜
日
第
１
３
０
０
号（
10
月
16
日
）

コ
ラ
ム｢

風
速
計｣ 

崔 

善
愛

後

集

記

編

全労連共済 2021年
「個人賠償責任保険」のお知らせ

　福岡県でも2020年10月1日より自転車保険
への加入が義務化されました。福岡県労連で
は全労連共済の「個人賠償責任保
険」を扱っています。年間約2100
円程度（2019年実績）の負担で最
高1億円の保障
です。詳細は県
労連内全労連共
済福岡県支部ま
でお問い合わせ
ください。

加盟組合新役員紹介
（敬称略）

自 治 労 連

執 行 委 員 長 礒 田 英 実

副執行委員長 三 浦 真 也

同 山 崎 公 平

書 記 長 懸 谷 　 一

書 記 次 長 西 坂 隆 治

「
２
０
２
０
年
な
く
せ
じ
ん
肺・ア
ス
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
福
岡
行
動
」

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
公
開
と
解
体
時
の
助
成
制
度
は
必
須

　

今
年
で
３１
回
目
の
行
動
と
な
る
全
国
一
斉
の
取
り
組
み
に
あ
わ
せ
て「
キ
ャ
ラ
バ

ン
福
岡
県
実
行
委
員
会
」と
し
て
、１０
月
１４
日
午
前
に
福
岡
労
働
局
、福
岡
県
、福

岡
市
に
要
請
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。ま
た
、午
後
か
ら
は
築
炉
じ
ん
肺
期
日
傍

聴
支
援
に
引
き
続
き
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
の
ま
と
め
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

１０月１４日集結集会

福
岡
県
へ「
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
建
築
物
の
台
帳

化
促
進
と
公
表
と
解
体
費
用
助
成
」を
要
請

福
岡
労
働
局
へ「
ア
ス
ベ
ス
ト
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー

の
有
効
活
用
と
労
災
認
定
患
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
公
費
負
担
」要
請

　

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
の
活
用

実
績
は
、２
０
１
９
年
度
で

５
件
と
の
回
答
を
受
け
て
、

福
岡
市
に
お
い
て
も
天
神

ビ
ッ
グ
バ
ン
で
対
象
と
考
え

ら
れ
る
ビ
ル
の
解
体
が
相

次
い
で
い
る
中
、ア
ナ
ラ
イ

ザ
ー
を
活
用
し
た「
強
力

な
指
導
」を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、じ
ん
肺
ア
ス
ベ
ス

ト
患
者
に
対
し
て
イ
ン
フ
ル

等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
労

災
保
険
給
付
で
お
こ
な
う

よ
う
毎
年
要
請
し
て
い
ま

す
。職
場
等
で
実
施
さ
れ

た
検
診
の
２
次
健
診
費
用

が
労
災
保
険
で
給
付
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
命
を

守
る
た
め
治
療
の
一
環
と

し
て
も
給
付
す
べ
き
」と

訴
え
ま
し
た
。

福
岡
労
働
局
に
要
請
書
提
出

岩
城
弁
護
士（
左
）

首都圏建設アスベスト神奈川1陣訴訟

10月22日に最高裁口頭弁論が開かれる
　建設アスベスト訴訟は、2008年東京を皮切りに神奈川、札
幌、京都、大阪、福岡の６地裁で提訴されてきました。
弁論では、最高裁が上告受理した論点について、双方の主張
が行われた後、注目の判決期日については、早ければ11月中に
判決が出されることも予想されます。
最高裁判決で、国の責任については、労働者ばかりではなく一
人親方まで広く救済する方向が出されるか、建材メーカーの責
任にまで一定踏み込んで認めるかが大きく注目されます。

　

万
一
の
災
害
な
ど
の
時

に
危
険
な
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使

わ
れ
て
い
る
建
物
を
事
前

に
把
握
し
て
い
れ
ば
、災
害

復
旧
を
安
全
に
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

解
体
工
事
の
届
け
出
が
さ

れ
た
時
に「
石
綿
含
有
の

有
無
」を
即
座
に
確
認
で

き
る
こ
と
か
ら
、石
綿
使
用

建
築
物
の
台
帳
化
を
進
め

る
よ
う
国
か
ら
自
治
体
に

呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、風
評
被

害
を
理
由
に「
公
表
は
し

な
い
」立
場
で
す
。こ
れ
に

対
し
て
危
険
性
に
つい
て
教

育
し
て
正
し
く
恐
れ
る
啓

も
う
を
行
い
な
が
ら
デ
ー

タ
を
公
表
す
べ
き
だ
と
訴

え
ま
し
た
。

　

吹
付
石
綿
の
調
査・
除

去
費
用
に
つ
い
て
自
治
体

が
補
助
制
度
を
作
れ
ば
、

国
が
そ
の
一
部
を
負
担
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

県
と
し
て「
個
人
の
財
産

に
公
金
は
支
出
で
き
な
い
」

と
し
て
、制
度
創
設
を
否

定
す
る
対
応
に
終
始
し
ま

し
た
。
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